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12 月 定 例 市 議 会12月定例会日程
平成21年

12
月
３
日
　

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　

８
日
　

本
会
議
（
請
願
・
陳
情
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
般
質
問
）

　
　

９
日
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

10
日
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

11
日
　

委
員
会
（
総
務
委
員
会
）

　
　

14
日
　

委
員
会
（
建
設
経
済
委
員
会
）

　
　

15
日
　

委
員
会
（
予
算
委
員
会
）

　
　

22
日
　

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
採
決
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　平成21年第８回議会定例会が、12月３日から22日までの20日間

の日程で開かれ、平成21年度一般会計補正予算を始め、議員提出

議案７件、市長提出議案12件が審議され、いずれも原案のとおり

可決されました。

　また、一般質問では16名の議員が市政全般にわたって、市長の

考えをただしました。

市長の４選出馬の決意をただす室安議員

議

員

提

出

議

案

議

員

提

出

議

案

議

員

提

出

議

案

議

員

提

出

議

案

議

員

提

出

議

案

経済・金融不安から国民生活・雇用を守る
ことを求める意見書の提出について

＝内容＝
　年末年始を迎え、経済情勢の悪化は国
民生活並びに雇用へ大きく影響すること
から、デフレ脱却や経済安定を図るため
の早急な対策の実行を求める。

原案可決（賛成全員）

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決
を求める意見書の提出について
北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決
を求める意見書の提出について

＝内容＝
　北朝鮮に拉致された日本人全員の一刻も
早い救出を実現するため、北朝鮮に対し圧
力を一層強め、拉致問題の完全解決に向け
政府が一丸となって行動することを求める。

原案可決（賛成全員）

■電源立地地域対策交付金制度の交付期間

　延長等を求める意見書の提出について

■改正貸金業法の早期完全施行等を求める

　意見書の提出について

＝内容＝
　請願・陳情で、採択されたもの（14・15ページ参照）

いずれも原案可決（賛成全員）

「新過疎法」の制定促進を求める意見書の
提出について

＝内容＝
　過疎対策を強力に推進するため、平成
22年３月末で失効する「過疎地域自立促
進支援法」後の「新過疎法」の制定を求める。

原案可決（賛成全員）

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決
を求める意見書の提出について
国として直接地方の声を聞く仕組みを保障
することを求める意見書の提出について

＝内容＝
　行政府として直接地方の声に耳を傾け、
しっかりと受け止める適切な仕組みを保障
することを求める。

原案可決（賛成全員）

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決
を求める意見書の提出について
永住外国人に対する地方参政権付与に関する
法律の制定に反対する意見書の提出について

＝内容＝
　国民的議論も深められていない中で、国
の根幹に拘わる永住外国人に対する地方参
政権付与に関する法律案が提出される動き
が出ているため反対する。

原案可決（賛成多数）

市議会だより 議会の動き ２平成22年２月１日



◆
予
算
審
議
結
果

○
原
案
可
決【
賛
成
全
員
】

・
一
般
会
計
補
正
予
算

・
特
別
会
計
補
正
予
算
（
国

民
健
康
保
険
事
業
、
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
）

・
水
道
事
業
会
計

　

な
お
、
そ
の
他
に
審
議

さ
れ
た
議
案

◆
条
例
議
案
（
３
件
）

◆
一
般
議
案
（
３
件
）

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

2億4,678万円増2億4,678万円増一般会計
補正予算

953万円増953万円増特別会計補正予算
（水道事業会計除く４会計）

地域医療・経済雇用対策を中心に補正。予算総額174億6,924万円（参考）昨年度同月予算総額は163億711万円

可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

原
案

賛　成

平成21年度12月補正予算の主要事業

事　業　名 予　算　額 事　業　の　概　要

地 域 医 療 等
支援対策事業 1,435万円

済生会江津総合病院の病床等に

対する支援（周産期医療病床１

床、小児医療病床８床）

＜増額補正＞

予防接種事業
457万円

季節性インフルエンザ予防接種

の個人負担金軽減対策などによ

るもの。

＜増額補正＞

企 業 誘 致
推 進 事 業

6,981万　　
8,000円

市条例（工業立地・ソフト産業
立地促進条例）に伴う３年間の
固定資産税相当額及び家賃等の
支援（４事業所）

＜増額補正＞

防災行政無線
整 備 事 業 375万円

防災情報伝達システムの高度化

を計るため、瞬時警報システム

を改修する。

小学校教育施設
耐 震 化 事 業 3,634万円

耐震２次診断の結果、Is値が低く、

補強が必要とされた２小学校につ

いて補強工事を行う。（郷田・渡津）

＜増額補正＞

中学校教育施設
耐 震 化 事 業 ▲3,588万円

当初予定していた桜江中学校の
耐震補強工事のうち、校舎西棟
が判定委員会により、補強の必
要がないと判定されたため取り
やめるもの。

＜減額補正＞

全　員

市議会だより補正予算審議３ 平成22年２月１日



◆
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か

ら
、
公
の
施
設
で
あ
る

「
江
津
斎
場
」
の
新
た
な

管
理
者
を
指
定
す
る
た

め
、
選
定
さ
れ
た
㈱
Ｓ
・

Ｋ
・
Ｍ
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
と
し
て
決
定
す
る

も
の
。

【
委
員
質
問
】

■問
　

候
補
者
や
選
定
に
つ

い
て
再
三
の
資
料
要
求
に

も
か
か
わ
ら
ず
情
報
が
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
候
補
者

が
ど
の
よ
う
な
方
な
の

か
、
ど
の
よ
う
な
選
考
が

行
わ
れ
た
か
が
分
か
ら
な

い
中
で
審
議
は
で
き
な
い

の
で
は
。

■答
　

個
人
情
報
保
護
と
情

報
公
開
の
制
度
に
基
づ
き
、

出
せ
る
情
報
は
す
べ
て
出

す
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

■問
　

今
回
の
採
点
方
法
は

最
高
点
と
最
低
点
の
者
を

カ
ッ
ト
し
て
平
均
を
出
し

て
い
る
が
、
通
常
は
全
体

で
平
均
を
出
す
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
場
合
１
位
と

２
位
が
逆
転
す
る
が
採
点

方
法
に
問
題
が
あ
る
の
で

は
。■答

　

候
補
者
に
採
点
方
法

を
事
前
に
示
し
て
は
い
な

か
っ
た
が
、
こ
の
採
点
方

法
は
市
職
員
の
採
用
試
験

に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
特
殊
な
方
法
と
は
考

え
て
い
な
い
。

■問
　

条
例
の
公
布
が
平
成

21
年
９
月
24
日
で
、
施
行

日
が
平
成
22
年
４
月
１
日

で
あ
り
、
条
例
の
施
行
前

に
進
め
て
い
る
準
備
に
つ

い
て
法
的
に
問
題
が
あ
る

の
で
は
。

■答
　

通
常
、
公
布
に
よ
っ

て
周
知
を
は
か
り
、
施
行

ま
で
に
準
備
を
進
め
て
い

く
も
の
で
、
債
務
負
担
行

為
等
の
手
続
き
は
取
っ
て

お
り
問
題
は
な
い
。

　

討
　

 

論 　

【
反
対
討
論
】

●
候
補
者
に
つ
い
て
、
設

立
さ
れ
た
ば
か
り
で
実
績

や
経
営
の
実
務
経
験
も
な

く
、
選
定
内
容
や
基
準
の

情
報
が
示
さ
れ
な
い
中
で

選
定
さ
れ
た
こ
と
に
多
く

の
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、

選
定
採
点
表
の
回
収
は
一

斉
で
な
く
、
後
日
回
収
さ

れ
た
者
も
あ
り
、
改
ざ
ん

等
疑
惑
の
念
を
い
だ
か
れ

て
も
仕
方
が
な
い
。
選
定

委
員
は
庁
内
委
員
が
外
部

委
員
よ
り
多
く
、
執
行
部

の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
、
公

平
・
公
正
な
ル
ー
ル
の
下

で
選
定
が
行
わ
れ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本

議
案
に
は
反
対
。

【
賛
成
討
論
】

○
必
要
な
手
続
き
は
経
て

お
り
、
問
題
は
な
い
。

＝
結
果
＝

　

『
賛
成
多
数
』
に
よ
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

※
こ
の
他
に
も
、
請
願
２

件
・
陳
情
５
件
、
条
例
議

案
２
件
、
一
般
議
案
２
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
所
管
事
項
の
調

査
と
し
て
、
平
成
21
年
11

月
26
日
に
発
生
し
た
養
豚

場
汚
水
流
出
事
故
の
調
査

の
た
め
、
い
わ
み
フ
ァ
ー

ム
（
邑
南
町
）
を
訪
問
し

ま
し
た
。

◆
江
津
市
道
の
駅
条
例
に

つ
い
て

＝
内
容
＝

　

道
路
利
用
者
へ
の
良
好

な
休
憩
の
場
の
提
供
や
地

域
情
報
の
発
信
等
に
よ

り
、
市
民
と
来
訪
者
と
の

交
流
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
農
林
水
産
物
等
の
地

場
産
品
の
販
売
に
よ
る
地

域
産
業
の
振
興
や
、
地
産

地
消
の
推
進
を
図
る
た
め

の
施
設
と
し
て
江
津
市
道

の
駅
条
例
を
定
め
る
も

の
。

【
委
員
質
問
】

■問
　

条
例
の
名
称
や
条
項

の
内
容
は
。

■答
　

条
例
の
名
称
は
、
他

市
町
の
条
例
を
参
考
に
、

国
土
交
通
省
の
道
の
駅
施

設
と
江
津
市
の
農
林
水
産

物
直
売
所
施
設
を
一
本
化

し
た
も
の
と
し
た
。
ま

た
、
施
設
の
利
用
減
免
基

準
に
つ
い
て
は
開
業
ま
で

に
規
則
で
定
め
る
。

■問
　

指
定
管
理
者
の
決
定

に
つ
い
て
は
議
会
の
議
決

が
必
要
で
あ
る
の
に
、
あ

た
か
も
議
決
が
済
ん
で
い

る
か
の
ご
と
く
説
明
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
は
。

■答
　

条
例
の
提
案
が
遅
れ

て
い
て
申
し
訳
な
い
。
早

急
に
指
定
管
理
者
の
決
定

の
議
決
が
い
た
だ
け
る
よ

う
対
応
す
る
。

■問
　

道
の
駅
に
お
け
る
観

光
情
報
と
駅
前
の
観
光
案

内
所
の
関
係
は
。

■答
　

道
の
駅
に
は
情
報
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
他
市
の
道
の

駅
同
様
に
、
そ
の
中
で
案

内
所
的
な
も
の
を
考
え
て

い
る
。
観
光
協
会
と
の
調

整
や
駅
前
の
再
生
整
備
計

画
の
兼
ね
合
い
も
あ
る

が
、
将
来
的
に
は
観
光
案

内
所
を
移
し
て
い
く
つ
も

り
で
あ
る
。

＝
結
果
＝

　

異
議
な
く
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
た
。

※
こ
の
他
に
も
、
陳
情
２

件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

総務・建設経済総務・建設経済 委員会委員会
審議内容審議内容総務・建設経済総務・建設経済 委員会委員会
審議内容審議内容総務・建設経済 委員会
審議内容

総

務

委

員

会

建
設
経
済
委
員
会

市議会だより 委員会審議内容 ４平成22年２月１日



全
国
市
議
会
議
長
会

全
国
市
議
会
議
長
会

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告

全
国
市
議
会
議
長
会

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告

◆基調講演

　「日本再生の起爆剤～地方分権改革～」

　地方分権改革推進委員会委員長

　　　　　　　　　　丹羽宇一郎　氏

◆パネルディスカッション

　「地方議会はどう変るべきか

　　　　　 －首長と議会の新たな関係」

◆意見交換

◆課題討議

　①「議会基本条例を考える」

　②「議員立法の現状と課題」

＜フォーラム内容＞

市議会だより研究フォーラム報告５ 平成22年２月１日

　

10
月
21
日
・
22
日
の
２

日
間
に
か
け
、
石
川
県
金

沢
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第

４
回
全
国
市
議
会
議
長
会

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
18

名
の
議
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

全
国
の
市
議

会
議
員
（
今

回
は
約
２
千

人
）
が
一
堂

に
会
し
、
共

通
す
る
政
策

課
題
等
に
つ

い
て
の
情
報

や
意
見
の
交

換
を
行
い
、

地
方
分
権
の

時
代
に
即
応

し
た
議
会
機

能
の
充
実
と

活
力
に
満
ち

た
地
域
づ
く

り
に
資
す
る

こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

〔
感
想
〕

■
議
員
立
法
促
進
の
た

め
、
市
町
村
広
域
で
法
制

局
を
共
同
設
置
し
、
サ
ポ

ー
ト
す
べ
き
と
い
う
意
見

に
賛
同
。
（
森
脇
悦
朗
）

■
補
助
金
頼
み
の
行
政
運

営
で
な
く
、
行
政
を
管
理

し
、
財
源
確
保
の
意
識
を

持
っ
た
議
員
が
求
め
ら
れ

る
。
　
　

（
島
田
修
二
）

■
「
条
例
の
上
書
き
権
」

を
活
用
し
、
地
域
本
位
の

政
策
づ
く
り
が
必
要
不
可

欠
。
　
　

（
茅
島
　

昇
）

■
議
会
基
本
条
例
は
、
実

情
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る

べ
き
。
　

（
石
橋
孝
義
）

■
議
員
自
ら
資
質
向
上
に

努
力
し
、
議
会
人
と
し
て

臨
む
べ
き
。

　
　
　

（
盆
子
原
民
生
）

■
議
会
基
本
条
例
が
委
員

会
規
則
等
と
同
様
、
全
国

統
一
し
た
条
例
策
定
が
意

図
さ
れ
て
い
る
印
象
。

　
　
　
　

（
川
﨑
泰
孝
）

■
近
接
性
と
補
完
性
の
原

理
か
ら
も
、
地
方
と
中
央

の
役
割
分
担
を
明
確
に
す

べ
き
。
　

（
藤
田
　

厚
）

■
そ
の
地
方
の
身
の
丈
に

あ
っ
た
議
会
基
本
条
例
に

す
べ
き
。
（
山
中
愛
三
）

■
総
合
振
興
計
画
の
審
議

に
お
い
て
「
基
本
計
画
」

ま
で
議
決
対
象
と
す
る
条

例
の
取
り
組
み
は
参
考
と

な
っ
た
。
（
土
井
正
人
）

■
議
会
の
持
つ
機
能
を
認

識
し
、
現
状
に
即
し
て
十

分
に
そ
の
役
割
を
果
た
す

べ
き
。
　

（
田
中
直
文
）

■
自
ら
政
策
提
案
、
審
議

決
定
し
実
行
を
監
視
す
る

こ
と
、
政
策
効
果
を
評
定

す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
。

　
　
　
　

（
藤
田
利
作
）

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
各

氏
の
発
言
は
的
を
射
た
も

の
で
あ
り
、
報
告
の
あ
っ

た
議
会
改
革
の
取
り
組
み

は
参
考
に
な
っ
た
。

　
　
　
　

（
山
本
　

誉
）

■
確
か
な
視
座
・
視
点
を

持
ち
な
が
ら
、
真
に
市
民

に
必
要
な
議
員
・
議
会
を

模
索
し
た
い
。

　
　
　
　

（
永
岡
静
馬
）

■
自
立
性
を
高
め
る
改
革

へ
の
新
た
な
動
き
を
着
実

に
行
う
必
要
性
を
感
じ
、

開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
に

取
り
組
む
。（
福
原
昭
平
）

■
議
会
改
革
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ

と
と
、
自
己

研
鑽
、
自
己

啓
発
に
努
め

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
坂
本
照
良
）

■
市
県
国
へ

働
き
か
け
変

え
る
こ
と
が

出
来
る
地
方

議
会
で
あ
る

と
い
う
発
言

を
し
っ
か
り

捉
え
て
活
動
し
た
い
。

　
　
　
　

（
藤
代
昌
希
）

■
「
議
会
、
議
員
に
期
待

し
な
い
」
と
い
う
識
者
世

論
の
皮
肉
め
い
た
事
も
事

実
関
係
か
ら
存
在
し
得

る
。
　
　

（
室
安
延
博
）

■
研
鑽
を
重
ね
、
市
民
に

信
頼
さ
れ
分
か
り
易
い
議

会
運
営
、
執
行
部
と
は
緊

張
を
保
ち
つ
つ
責
任
の
共

有
を
自
覚
し
、
過
ち
の
な

い
自
治
体
経
営
を
行
う
必

要
が
あ
る
。（

山
根
英
毅
）



市議会だより 一般質問 ６平成22年２月１日

出馬の決意を述べる田中市長

室 安 延 博

市
民
の
声
を
行
政
へ

市
民
の
声
を
行
政
へ

市
民
の
声
を
行
政
へ

市
民
の
声
を
行
政
へ

市
民
の
声
を
行
政
へ

市
長
選
挙

市長選挙への　　
４選出馬の意向は

市長／出馬を決意

□問
　

平
成
21
年
10
月
に
、

合
併
５
周
年
を
迎
え
た

が
、
多
く
の
課
題
が
あ

る
。
新
市
初
代
市
長
と
し

て
、
ま
だ
新
市
計
画
の
完

全
遂
行
に
は
道
半
ば
で
あ

る
が
、
平
成
22
年
５
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
市
長
選

挙
に
４
選
出
馬
の
決
意

は
。■答

　

市
民
に
約
束
し
た
新

市
建
設
計
画
の
残
さ
れ
た

課
題
解
決
を
果
た
す
責
任

が
あ
る
。
ま
た
、
後
援

会
、
多
く
の
議
員
か
ら
も

市
政
の
安
定
と
施
策
の
断

行
を
責
任
を
持
っ
て
担
う

べ
き
と
の
力
強
い
エ
ー
ル

を
い
た
だ
き
、
私
の
使
命

と
強
く
認
識
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験

と
、
皆
様
の
温
か
い
励
ま

し
を
糧
と
し
て
、
市
民
・

企
業
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
総
参
加
の
な
か
で
、

初
心
に
立
ち
返
り
、
引
き

続
き
市
政
を
担
当
し
責
任

を
果
た
す
べ
く
、
決
意
を

し
た
。

※
原
稿
は
質
問
し

た
議
員
自
身
が
要

旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

財
源
・
事
業

来年度予算・事業は

市長／的確に反映

□問
　

政
権
が
変
わ
っ
て
見

え
に
く
い
状
況
で
は
あ
る

が
、
来
年
度
予
算
編
成
の

枠
組
み
の
考
え
方
と
歳
入

見
込
み
（
見
通
し
）
は
。

■答
　

来
年
度
は
市
長
の
改

選
が
あ
り
、
骨
格
予
算
と

な
る
。
国
の
予
算
の
動
向

や
地
方
財
政
計
画
が
示
さ

れ
て
い
な
い
の
で
言
い
づ

ら
い
が
、
物
的
経
費
・
経

常
的
経
費
・
普
通
建
設
事

業
の
中
で
継
続
費
は
予
算

化
す
る
。
歳
入
見
込
み
は

予
測
し
づ
ら
い
が
、
試
算

は
す
る
。
的
確
な
情
報
収

集
に
努
め
、
編
成
に
反
映

す
る
。

□問
　

新
年
度
主
要
継
続
事

業
と
新
規
事
業
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

■答
　

継
続
事
業
と
し
て
、

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー

ン
整
備
・
山
中
線
道
路
改

良
・
学
校
耐
震
化
・
少
子

化
対
策
・
定
住
対
策
。
新

規
事
業
と
し
て
地
域
医
療

対
策
・
江
津
駅
前
中
心
市

街
地
・
密
集
市
街
地
対
策

や
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
等

を
主
要
な
事
業
と
し
た

い
。

現在の江津駅前の様子

石 橋 孝 義



市議会だより一般質問７ 平成22年２月１日

民家近くに建設された風力発電所

防犯グッズを活用して手軽に防犯力アップ

□問
　

浜
田
市
の
殺
人
事
件

か
ら
学
び
、
防
犯
灯
の
電

気
代
は
自
治
会
負
担
に
せ

ず
、
現
在
の
負
担
は
凍
結

し
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
。

■答
　

防
犯
灯
の
電
気
代
を

自
治
会
で
負
担
す
る
こ
と

は
、
各
地
区
で
説
明
会
を

開
き
理
解
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
市
民
と
行
政
の
協

働
関
係
を
築
く
中
で
安
心
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
。

□問
　

他
市
で
は
国
保
の
保

険
料
を
収
入
の
減
額
に
合

せ
て
減
免
し
て
い
る
。
本

市
も
実
情
に
あ
っ
た
対
応

を
。■答

　

今
年
の
収
入
が
前
の

年
の
２
分
の
１
以
下
を
減

免
す
る
と
し
て
い
る
。
各

市
町
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
保

会
計
の
実
態
を
踏
ま
え
取

り
組
ま
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
平
成
22
年
度
か
ら
国

が
制
度
を
作
ろ
う
と
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ

て
対
応
す
る
。

危
機
管
理

防犯灯の　　　　
　　負担見直しを

市長／協働関係をつくる

本
市
独
自
の
対
応
を

市
長
／
事
業
者
に
要
請

風車問題

島 田 修 二

□問
　

市
内
で
２
ヶ
所
あ
る

風
力
発
電
所
の
運
転
状
況

は
。
島
根
県
知
事
あ
て
に

公
開
質
問
状
が
出
さ
れ
た

が
、
本
市
の
見
解
は
。

■答
　

江
津
高
野
山
風
力
発

電
所
は
、
本
年
２
月
よ
り

営
業
運
転
を
開
始
し
て
い

る
。
江
津
東
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
風
力
発
電
所
は

11
月
か
ら
本
格
稼
動
し
て

い
る
。

公
開
質
問
状
自
体
は
、
島

根
県
に
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
本
市
に
直
接
関
係
あ

る
も
の
で
は
な
い
。

□問
　

現
在
市
内
に
２
ヶ
所

あ
る
風
力
発
電
所
の
騒
音

問
題
で
の
現
状
は
。
今

後
、
風
力
発
電
所
で
騒
音

問
題
が
発
生
し
た
場
合
、

本
市
独
自
の
対
応
を
。

■答
　

高
野
山
風
力
発
電
所

は
公
開
質
問
状
が
県
に
提

出
さ
れ
て
い
る
。
江
津
東

ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
風
力

発
電
所
で
は
騒
音
の
苦
情

件
数
は
６
件
あ
る
。
ま

た
、
住
民
の
方
々
か
ら
苦

情
が
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容

を
速
や
か
に
事
業
者
に
伝

え
、
適
切
に
対
応
す
る
よ

う
今
後
も
要
請
す
る
。

川上テル子



市議会だより 一般質問 ８平成22年２月１日

長 原 富 夫

環
境
問
題

汚水流出の見解は

市長／許せない行為

□問
　

養
豚
場
か
ら
糞
尿
汚

水
80
ト
ン
が
流
出
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
も
「
い
わ

み
フ
ァ
ー
ム
」
は
流
出
を

繰
り
返
し
て
き
た
。
本
市

と
し
て
の
見
解
は
。

■答
　

平
成
６
年
「
糞
尿
を

農
場
内
で
処
理
し
、
汚
水

を
一
切
排
出
し
な
い
」
旨

の
覚
書
を
取
り
交
わ
し
、

平
成
７
年
11
月
か
ら
操
業

を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

再
三
汚
水
が
流
出
し
、
把

握
し
て
い
る
だ
け
で
も
22

回
を
数
え
る
。
今
回
の
糞

尿
流
出
も
、
謝
罪
説
明
会

直
後
に
発
生
し
た
も
の

で
、
許
す
こ
と
の
で
き
な

い
行
為
で
あ
る
。

□問
　

「
元
の
き
れ
い
な
川

に
戻
せ
」
「
養
豚
場
や
め

ろ
」
こ
れ
が
地
元
の
気
持

ち
。
約
束
が
幾
度
と
な
く

反
故
に
さ
れ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
市
と
し
て
養
豚
場

廃
止
に
動
く
べ
き
で
は
。

■答
　

汚
水
流
出
後
、
邑
南

町
長
か
ら
「
今
後
、
県
や

保
健
所
と
相
談
し
な
が
ら

２
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
不
退
転
の

決
意
で
こ
の
問
題
に
取
り

組
む
」
と
の
連
絡
が
あ
っ

た
。
県
と
邑
南
町
が
連
携

し
て
対
応
さ
れ
る
の
を

待
っ
て
、
本
市
の
今
後
の

対
処
を
議
論
す
る
。

□問
　

人
麻
呂
ゆ
か
り
の
本

市
で
、
短
歌
を
活
用
し
た

観
光
振
興
や
観
光
コ
ー
ス

を
低
料
金
で
案
内
す
る
観

光
タ
ク
シ
ー
の
実
施
な
ど
、

観
光
施
策
の
充
実
を
。

■答
　

万
葉
の
歌
人
人
麻
呂

ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
市

民
の
自
主
的
な
活
動
が
発

展
す
る
の
が
重
要
で
あ

り
、
行
政
や
観
光
協
会
、

商
工
会
議
所
等
と
連
携
し

て
、
展
開
す
る
。
観
光
タ

ク
シ
ー
は
平
成
22
年
３
月

ま
で
Ｊ
Ｒ
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
や
道
案
内
板
の
整
備

充
実
も
含
め
進
め
る
。

□問
　

補
聴
器
で
は
聞
こ
え

な
い
高
度
難
聴
者
の
人
工

内
耳
は
、
機
器
の
買
い
替

え
に
約
90
万
円
。
電
池
代

の
費
用
は
年
３
万
円
以
上

す
る
。
支
援
の
考
え
は
。

■答
　

手
術
及
び
体
外
装
置

の
部
品
の
破
損
に
つ
い
て

も
平
成
18
年
4
月
か
ら
保

険
適
用
と
な
っ
て
い
る
。

　

技
術
の
進
歩
に
よ
り
機

器
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
現
時

点
で
は
機
種
の
変
更
に
は

保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
な

い
。
日
常
生
活
用
具
給
付

等
事
業
実
施
要
綱
の
見
直

し
を
含
め
検
討
す
る
。

永 岡 静 馬

観
光
振
興

観光施策の充実を

市長／連携し展開

観光ボランティアによる万葉の歌碑めぐり（平成21年11月15日）

現地で説明を受ける総務委員会メンバー（平成21年12月11日）



市議会だより一般質問９ 平成22年２月１日

□問
　

風
車
騒
音
で
「
夜
間

は
睡
眠
薬
を
飲
ん
で
い

る
」
な
ど
の
声
に
応
え
、

政
府
に
大
型
風
車
立
地
指

針
・
環
境
影
響
評
価
の
策

定
を
求
め
、
夜
間
の
運
転

中
止
を
。

■答
　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

騒
音
に
対
す
る
苦
情
が
あ

る
こ
と
は
認
識
。
政
府
が

平
成
21
～
22
年
に
か
け
て

全
国
５
ヵ
所
で
騒
音
と
低

周
波
音
に
関
し
て
実
態
調

査
を
す
る
予
定
。
事
業
者

に
対
し
て
住
民
の
方
々
か

ら
の
苦
情
を
速
や
か
に
伝

え
、
適
切
に
対
応
さ
れ
る

よ
う
に
お
願
い
す
る
。

□問
　

旧
跡
市
中
学
校
を
地

域
住
民
の
気
持
ち
に
寄
り

添
い
誠
実
に
対
応
し
、
身

近
で
も
っ
と
自
由
に
使
え

る
よ
う
に
充
実
し
た
宅
老

所
な
ど
に
改
修
を
。

■答
　

跡
市
中
と
青
山
中
と

の
統
合
時
の
約
束
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
は
地

元
と
の
協
議
に
よ
っ
て
決

定
す
る
こ
と
。
跡
市
小
学

校
の
存
続
に
つ
い
て
は
将

来
に
わ
た
り
、
地
元
の
皆

さ
ん
が
了
解
し
な
い
か
ぎ

り
廃
止
又
は
統
合
は
し
な

い
。
こ
れ
ら
が
約
束
で
あ

り
、
改
修
の
考
え
は
な
い
。

同じ材料では高い周波数ほど音が透過しにくい

夜
間
の
運
転
中
止
を

市
長
／
苦
情
は
認
識

風力発電

政
権
交
代

新政権への対応は

市長／市民利益を優先

□問
　

前
政
権
と
の
違
い
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
実
現
に
腐
心
す
る

新
政
権
へ
の
要
望
、
陳
情

活
動
の
状
況
と
今
後
の
対

応
は
。

■答
　

政
権
交
代
後
、
早
速

に
本
市
の
実
情
や
県
下
共

通
の
課
題
に
つ
き
要
望
、

陳
情
を
行
っ
た
。
そ
の
間
、

省
庁
へ
の
直
接
陳
情
は
認

め
な
い
民
主
党
ル
ー
ル
が

示
さ
れ
、
こ
れ
に
従
う
が

省
庁
へ
も
行
く
、
両
方
を

精
査
し
改
革
さ
れ
た
い
と

訴
え
、
筆
頭
幹
事
長
の
理

解
を
得
た
の
で
、
市
民
の

利
益
を
優
先
し
、
今
後
も

身
を
挺
し
て
行
動
す
る
。

□問
　

新
市
建
設
計
画
の
中

間
総
括
の
概
要
と
残
事
業

の
見
通
し
、
特
に
副
次
拠

点
整
備
に
つ
い
て
は
教
育

委
員
会
事
務
局
移
転
を
前

提
に
検
討
を
。

■答
　

計
画
83
事
業
中
、
今

年
度
末
で
完
了
15
、
他
事

業
統
合
等
７
、
継
続
中
53

で
実
施
率
は
90
・
４
％
。

合
併
特
例
債
限
度
額
77
億

６
千
万
円
の
内
、
発
行
額

は
61
・
５
％
の
47
億
７
１

６
０
万
円
と
な
る
。
残
る

８
事
業
は
平
成
26
年
度
末

を
目
途
と
し
、
副
次
拠
点

整
備
は
検
討
中
の
組
織
体

制
の
あ
り
方
で
議
論
す

る
。

新市建設計画の中間報告（地域審議会：平成21年11月27日）

森 川 佳 英

川 﨑 泰 孝
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木質チップ等生産に多忙な市内事業所

森
林
の
再
生
対
策
は

市
長
／
地
元
産
材
の
活
用

林業振興
□問
　

本
市
の
森
林
率
は
79

％
。
森
林
放
置
に
よ
る
荒

廃
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

水
資
源
涵
養
、
温
暖
化
防

止
等
の
機
能
が
低
下
し
て

い
る
。
森
林
の
再
生
対
策

は
。■答

　

森
林
施
業
の
集
約
化
、

木
材
製
作
団
地
化
を
推
進

し
、
道
路
網
整
備
等
集
中

的
な
整
備
事
業
で
効
率
化

を
図
る
。
地
元
産
の
木
材

利
用
に
よ
り
、
伐
採
、
利

用
、
植
栽
、
保
育
と
い
う

森
林
循
環
を
目
指
す
。
林

業
の
担
い
手
確
保
、
雇
用

の
支
援
を
行
う
。
水
と
緑

の
森
づ
く
り
税
事
業
の
利

活
用
を
推
進
す
る
。

□問
　

桜
江
中
学
校
の
校
舎

は
老
朽
化
が
著
し
く
、
生

徒
の
安
全
確
保
と
教
育
環

境
の
改
善
が
必
要
だ
。
大

規
模
改
修
を
計
画
し
て
い

た
が
早
急
な
対
応
を
。

■答
　

体
育
館
に
つ
い
て
は

耐
震
補
強
工
事
及
び
フ
ロ

ア
ー
、
ま
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
等
配
慮
し
た
改
修
工

事
は
本
年
完
了
し
た
。
校

舎
西
棟
の
昇
降
階
段
の
改

修
工
事
、
ト
イ
レ
の
改
修

は
今
年
度
実
施
す
る
。
そ

の
他
の
改
修
箇
所
は
緊
急

度
を
勘
案
し
順
次
改
修
す

る
。
校
舎
西
棟
は
耐
震
補

強
工
事
の
必
要
が
な
く

な
っ
た
。

田 中 直 文

人
口
減
少
対
策
は

市
長
／
各
種
事
業
の
展
開

人口問題

河 野 正 行
東京の大手町で行われた石見定住フェア（平成21年11月22日）

□問
　

今
後
を
見
据
え
、
本

市
が
存
続
し
て
い
く
た

め
、
現
在
行
っ
て
い
る
人

口
減
少
対
策
は
。

■答
　

都
市
か
ら
の
移
住
促

進
や
、
産
業
振
興
を
進
め

て
い
る
。
実
績
を
上
げ
て

い
る
空
き
家
活
用

事
業
や
東
京
で
石

見
定
住
フ
ェ
ア
を

開
催
。
企
業
誘
致

の
Ｐ
Ｒ
の
結
果
、

４
月
に
小
笠
原
建

築
設
計
事
務
所
、

６
月
に
ド
ク
タ
ー

リ
セ
ラ
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
開
設

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
子
育
て

支
援
も
積
極
的
に

展
開
し
て
い
る
。

□問
　

４
期
目
の
出

馬
を
表
明
さ
れ
た

田
中
市
長
は
10
年

後
、
20
年
後
の
本

市
が
ど
う
な
っ
て

い
る
こ
と
が
理
想
な
の
か

考
え
は
。

■答
　

新
市
建
設
計
画
の
基

本
理
念
「
元
気
・
勇
気
・

感
動
ご
う
つ
～
江
の
川
が

育
む
イ
キ
イ
キ
協
働
体
」

と
小
さ
く
て
も
き
ら
り
と

光
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
教

育
力
、
人
間
力
、
文
化
力

を
高
め
、
そ
の
結
果
、
高

齢
者
も
若
者
も
あ
ら
ゆ
る

も
の
が
き
ず
な
を
深
め
、

協
働
し
て
創
り
上
げ
て
い

く
地
域
力
の
あ
る
ま
ち
が

理
想
と
考
え
る
。
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□問
　

農
林
水
産
物
直
売
所

の
役
割
の
ひ
と
つ
で
も
あ

る
、
耕
作
放
棄
地
や
遊
休

農
地
の
防
止
策
の
取
り
組

み
状
況
は
。

■答
　

放
棄
地
を
含
め
た
、

ほ
場
整
備
な
ど
基
盤
整
備

の
推
進
や
イ
ノ
シ
シ
等
の

緩
衝
帯
設
置
を
目
的
に
牛

を
放
牧
し
、
耕
作
放
棄
地

の
復
元
を
推
進
す
る
。
さ

ら
に
平
成
21
年
８
月
よ
り

対
策
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
乗
用
型
草
刈
機
の
借

り
入
れ
に
よ
る
作
業
の
省

力
化
や
、
補
助
事
業
の
導

入
に
よ
り
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

□問
　

現
在
行
っ
て
い
る
有

害
鳥
獣
対
策
は
対
処
療

法
。
鳥
獣
が
里
に
下
り
な

く
て
も
い
い
よ
う
に
森
林

再
生
の
施
策
展
開
を
。

■答
　

森
林
を
再
生
す
る
取

り
組
み
と
し
て
水
と
緑
の

森
づ
く
り
事
業
を
活
用

し
、
36
年
生
以
上
の
荒
廃

し
た
森
林
の
再
生
や
伐
採

跡
地
へ
の
広
葉
樹
の
植
栽

等
を
行
っ
て
い
る
森
林
所

有
者
に
、
再
生
や
保
全
の

必
要
性
を
十
分
理
解
し
て

も
ら
い
推
進
す
る
。

農
林
振
興

耕作放棄地対策は

市長／基盤整備の推進

地
域
情
報
の
発
信
を

市
長
／
費
用
対
効
果
で
検
討

ＣＡＴＶ

山 中 愛 三

□問
　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
よ
る
市

民
が
求
め
る
地
域
情
報
を

発
信
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
。

■答
　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
は
平
成
21

年
度
事
業
で
市
内
全
域
の

エ
リ
ア
拡
張
工
事
が
終
了

予
定
。
保
健
、
医
療
、
福

祉
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
防

災
情
報
が
求
め
ら
れ
、
住

民
ニ
ー
ズ
や
費
用
対
効
果

を
勘
案
し
検
討
す
る
。
防

災
情
報
は
、
自
主
的
に
石

見
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
が
対
応
す
る
。

□問
　

財
政
ひ
っ
迫
の
今
、

出
来
る
こ
と
か
ら
実
行
す

べ
き
。
各
種
団
体
か
ら
の

礼
状
は
廃
止
を
。

■答
　

礼
状
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
今
ま

で
培
っ
て
き
た
風
土
と
し

て
、
礼
に
は
礼
を
尽
す
と

い
う
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
が
あ
る
の
で
、
一
律

に
市
や
関
連
団
体
も
含
め

て
礼
状
の
廃
止
を
お
願
い

す
る
と
い
う
性
質
の
も
の

で
は
な
く
、
礼
状
の
廃
止

は
個
々
の
判
断
に
任
せ
た

い
。

森 脇 悦 朗

牛の放牧による耕作放棄地復元事業（跡市地区）

ケーブルテレビで視聴する

＝地上デジタル放送対応＝

　2011年に完全移行予定の地上デジタル放

送サービスにも対応しています。

　現在、当地域で放送されている地上デジ

タル放送（ＮＨＫ総合、ＮＨＫ教育、日本

海テレビ、山陰放送、山陰中央テレビ）は

、地上デジタル対応の受信機器でケーブル

テレビでもお楽しみいただけます。

（石見ケーブルテレビジョンホームページより） 
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□問
　

地
方
分
権
改
革
推
進

の
た
め
に
は
、
第
４
次
行

財
政
改
革
大
綱
実
施
計
画

の
総
括
の
中
か
ら
第
５
次

の
計
画
策
定
を
。

■答
　

財
政
効
果
に
つ
い
て

は
平
成
16
年
度
の
決
算
を

基
本
に
各
年
度
の
効
果
額

を
積
算
し
て
い
る
。
消
防

団
に
つ
い
て
は
女
性
消
防

分
団
員
20
名
が
各
分
団
に

加
入
し
、
欠
員
は
44
名
で

目
標
達
成
に
向
け
動
き
出

し
て
い
る
。
幼
保
一
元
化

も
議
論
し
て
い
る
。
各
項

目
の
内
容
を
検
討
し
、
第

５
次
の
実
施
計
画
を
策
定

す
る
。

□問
　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
へ
の
対
応
は
。

■答
　

昨
年
か
ら
緊
急
経
営

雇
用
安
定
対
策
を
実
施
し

て
い
る
。
雇
用
や
生
活
に

つ
い
て
総
合
窓
口
案
内
を

設
置
し
て
い
る
。
県
内
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
に

は
、
要
請
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
協
力
し
て
い
く
。
社

会
福
祉
課
よ
り
浜
田
、
川

本
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
職

員
を
派
遣
す
る
。

定数の見直しが求められる消防団（消防出初め式より）

行
革
大
綱
の
総
括
を

市
長
／
内
容
検
討
し
策
定

地方分権

子
ど
も
行
政

子ども行政　　　
　　　　一元化を

市長／国の動向を注視

□問
　

子
育
て
支
援
で
保
育

関
係
・
教
育
関
係
と
２
課

に
ま
た
が
り
縦
割
り
の
弊

害
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

妊
産
婦
か
ら
思
春
期
ま
で

の
行
政
一
元
化
を
図
る
考

え
は
。

■答
　

子
ど
も
行
政
一
元
化

は
、
母
子
健
康
手
帳
が
発

行
さ
れ
て
か
ら
青
少
年
期

に
至
る
情
報
の
一
元
化

や
、
窓
口
が
一
本
化
さ
れ

市
民
に
分
か
り
や
す
く
便

利
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
が
、
現
時
点
で
は
厚

労
省
と
文
科
省
に
分
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
む
ず
か

し
い
。
子
ど
も
家
庭
省
な

ど
の
国
の
動
向
を
注
視
し

た
い
。

□問
　

幼
保
一
元
化
の
考
え

は
。
ま
た
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
に
応
じ
た
き
め
細

や
か
な
支
援
を
行
う
た
め

の
す
く
す
く
手
帳
の
状
況

と
子
ど
も
カ
ル
テ
の
導
入

の
考
え
は
。

■答
　

保
育
と
教
育
の
一
体

的
な
提
供
が
可
能
に
な
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
認
定
子
ど
も
園
等
の

検
討
を
す
る
。
す
く
す
く

手
帳
は
母
子
健
康
手
帳
と

重
複
し
て
い
る
こ
と
か
ら

現
在
発
行
し
て
い
な
い
。

す
く
す
く
手
帳
に
代
わ
る

も
の
を
相
談
支
援
チ
ー
ム

会
議
に
お
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。

子育て支援活動（イメージ）

山 本 　 誉

藤 田 　 厚

市議会だより 一般質問 平成22年２月１日
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□問
　

昨
年
よ
り
さ
ら
に
厳

し
い
雇
用
情
勢
に
あ
る
。

年
々
先
細
り
し
て
い
く
地

域
経
済
の
中
で
、
市
民
は

将
来
に
明
る
い
展
望
を
見

い
だ
せ
な
い
。
今
後
の
市

政
運
営
は
。

■答
　

我
が
ふ
る
さ
と
江
津
、

好
き
と
言
え
る
ま
ち
、
誇

り
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
を

目
指
し
、
市
民
・
企
業
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
市

民
総
ぐ
る
み
で
一
生
懸
命

に
取
組
ん
で
き
た
お
か
げ

で
今
日
が
あ
る
。
今
後
も

自
主
自
立
し
た
基
礎
的
自

治
体
を
目
指
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
は
財
政
破
綻

す
る
こ
と
の
無
い
よ
う

に
、
本
市
の
身
の
丈
に

合
っ
た
市
政
を
展
開
し
て

い
く
。

□問
　

地
元
の
こ
と
は
自
分

た
ち
で
守
り
継
承
し
て
い

く
地
域
力
を
育
て
て
い
く

こ
と
は
重
要
。
市
内
業
者

を
大
切
に
し
て
い
く
べ
き

で
は
。

■答
　

市
内
活
性
化
の
た
め

に
は
、
市
内
の
業
者
に
請

け
負
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
常
々
基
本
に
し
て
い
る

が
、
法
律
や
制
度
に
基
づ

い
て
公
平
公
正
厳
格
に
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
。

※
他
に
「
江
津
斎
場
」
の

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

地
域
経
済

今後の市政運営は

市長／身の丈の市政

太
陽
光
発
電
所
の
　
　

　
　
　
　
　

設
置
を

市
長
／
民
間
進
出
は
支
援

新エネルギー

茅 島 　 昇

□問　

太
陽
は
無
限
で
無

料
。
江
津
工
業
団
地
は
立

地
条
件
も
最
高
、
事
業
運

営
で
若
者
の
雇
用
定
住
を

図
り
、
経
済
発
展
と
な
る

太
陽
光
発
電
所
を
設
置

し
、
本
市
で
の
水
道
電
気

事
業
化
を
。

■答
　

太
陽
光
発
電
所
が
工

業
団
地
に
建
設
さ
れ
れ
ば

有
効
利
用
が
図
ら
れ
、
雇

用
創
出
と
な
る
。
行
政
主

体
の
事
業
化
は
考
え
て
い

な
い
。
民
間
企
業
等
が
進

出
さ
れ
れ
ば
可
能
な
限
り

支
援
す
る
。
水
道
電
気
事

業
は
可
能
だ
が
企
業
と
し

て
の
採
算
性
は
厳
し
い
。

地
球
温
暖
化
問
題
の
解
決

に
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
太
陽
光
発
電
は
有
効

と
考
え
る
。

□問
　

都
市
計
画
事
業
の
中

で
新
川
東
・
蛭
子
北
土
地

区
画
整
理
に
つ
い
て
、
行

政
と
し
て
の
考
え
は
。
国

道
、
高
速
道
路
、
産
業
道

路
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
等
を

総
合
的
に
検
討
し
進
展
を
。

■答
　

都
市
計
画
行
政
と
し

て
都
市
計
画
区
域
内
の
市

民
が
安
心
し
て
居
住
で
き

る
整
備
を
行
う
。
事
業
導

入
可
能
か
の
基
礎
調
査
を

完
了
し
、
基
本
計
画
案
の

策
定
を
住
民
方
々
に
説
明

し
た
。

　

当
時
、
総
事
業
費
等
が

大
き
く
住
民
、
行
政
負
担

が
多
大
な
た
め
事
業
計
画

の
作
成
に
至
ら
ず
、
現
在

で
も
計
画
自
体
は
成
立
し

て
お
り
、
今
後
も
一
緒
に

な
り
検
討
す
る
。

山根兼三郎

※ 1975年を100とした場合の推移(1975～2006)
　【資料：事業所・企業統計調査（総務省統計局）】

大規模電力供給用太陽光発電実証研究施設（山梨県北杜市）

従業者数

島根県

江津市

事業所数

島根県

江津市

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005

70％

70％

80％

90％

100％

110％

80％

90％

100％

110％

120％

130％
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請願請願と陳情陳情請願請願と陳情陳情請願と陳情

＝内容＝

　後期高齢者医療制度を廃止し、高齢者が安心

できる医療制度を創設するよう求める意見書を

国に提出してほしい。

＜賛成意見＞

長原　75歳以上の高齢者・健康診査受診率が急

落している。これは実施義務から努力義務に後

退したため。健康診断まで改悪したこの制度の

害悪実態は明らか。

　新政権の選挙公約でもあり、廃止するのが国

民の要求であると考え賛成。

＜反対意見＞

藤田利　保険料の軽減など、さまざまな制度改

正がなされ、既に充実、安定した制度として皆

さんからも充分受け入れられている。新政権で

は廃止の意向があり、今後の動向を見極めるべ

きである。

不採択（賛成少数）

県の福祉医療費助成制度の定率（応益）

負担を廃止・撤回し定額負担に戻すこと

を求める意見書の提出について（請願）

電源立地地域対策交付金制度の交付

期間延長等を求める意見書の提出に

ついて（陳情）

＝内容＝

　島根県の福祉医療費助成制度が2005年10月に

定額負担から定率負担に改正されたことについ

て、定率負担制度を廃止して定額負担制度に戻

すことを求める意見書を島根県に提出してほし

い。

＜賛成意見＞

森川　改悪後「どんな病気でも、医療費のこと

は心配しない」で病院等にかかることができな

くなっている。日本国憲法では国は社会福祉・

保障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなけれ

ばならないとしている。

　このことからも元の定額負担に戻すことは政

治の役割と考え賛成。

＜反対意見＞

門　県議会でも溝口知事が「今後の国の医療制

度のあり方を見極めて検討したい」の答弁があ

り、江津市でも負担軽減事業の実施により福祉

の充実を図っている。今後の国の新制度に向け

ての動向等に注視すべきである。

不採択（賛成少数）

＝内容＝

　電源立地地域対策交付金の水力発電施設周辺

地域交付金相当部分は、多くの市町村で平成22

年度末に交付期限を迎えますが、このことにつ

いて交付期間の延長と交付条件の改善等を求め

る意見書を政府等に提出してほしい。

＜反対意見＞

　なし

採　択（賛成全員）

紹介議員／長原富夫

後期高齢者医療制度を廃止し高齢者

が安心できる医療制度創設の意見書

の提出について（請願）

紹介議員／長原富夫

改正貸金業法の早期完全施行等を求

める意見書の提出について（陳情）

＝内容＝

　現存する多重債務者が早期に救済されるよう

に平成18年12月に改正された貸金業法の早期完

全施行等を求める意見書を国に提出してほし

い。

＜反対意見＞

　なし

採　択（賛成全員）
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新型インフルエンザワクチン接種の

緊急対応について（陳情）

＝内容＝

　本市の独自助成対象の更なる拡充と希望者全

員のワクチン確保を国に要望してほしい。

＜賛成意見＞

川上　本市がいち早く接種費用を無料化したこ

とは評価する。１歳未満の両親、小学生から高

校生、65歳以上の高齢者など本市独自の更なる

助成と国への対策強化を要請することは当然で

あり賛成。

＜反対意見＞

茅島　すべての国民へのワクチン接種の見通し

が立ったことから、費用助成の拡大と国への要

望は必要ない。

不採択（賛成少数）

地球温暖化をくいとめる国際的な責

任を果たすよう政府に強く求める意

見書の提出について（陳情）

＝内容＝

　温室効果ガス削減の具体化と実行に向け、政

府に対して国際的な責任を果たすように求める

意見書を提出してほしい。

＜賛成意見＞

森川　国際公約である温室効果ガス排出量25％

削減を、全体の８割を占める産業界に対して新

政権が責任を果たすために具体化を求めること

は当然であり賛成。

＜反対意見＞

盆子原　国、政府でも具体的に検討中であり動

向を見極めるべきであり、時期尚早と考え意見

書を提出すべきではない。

不採択（賛成少数）

＝内容＝

　公共工事における電気設備工事等の分離発注

をしてほしい。

＜反対意見＞

　なし

採　択（賛成全員）

国民健康保険に対する国庫負担の見

直し・増額を求める意見書の提出に

ついて（陳情）

日米間におけるFTA（自由貿易協定）

に関する意見書の提出について

　　　　　　　　　　　　　（陳情）

＝内容＝

　国民健康保険料の国庫負担が1984年以降「か

かった医療費の45％」から「保険給付費の50

％」になり、さらに市町村国民健康保険の事務

負担金の国庫補助が廃止になったことについ

て、国庫負担を見直し、増額するよう求める意

見書を国へ提出してほしい。

＜賛成意見＞

川上　医療費の国庫負担の削減、事務負担金の

廃止などで本市・国民健康保険制度の現状は財

政的にも非常に厳しくなっている。国庫負担を

元に戻し、増額を求めることは国保財政安定の

ためには当然の要求であり賛成。

＜反対意見＞

石橋　国保運営は増え続ける医療費や収納率の

低下などから経営が年々厳しくなっている。本

市や全国市長会でも国に要望をしています。国

の新制度に向けての動向に注視すべきである。

不採択（賛成少数）

公共工事における電気設備工事の分

離発注について（陳情）

継続審査
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請
願
書
お
よ
び
陳
情
書

の
受
付
は
、
本
会
議
初
日

の
８
日
前
の
午
前
中
ま
で

で
す
。

〔
例
〕

　

３
月
定
例
市
議
会
で
、

本
会
議
初
日
が
２
月
26
日

の
場
合

『
２
月
18
日
の
午
前
中
ま

で
』
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
過
ぎ
ま
す
と
、

次
定
例
市
議
会
（
６
月
定

例
市
議
会
）
に
付
託
・
審

議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

前
回
の
議
会
だ
よ
り
に
、

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
次
の
通
り
訂
正
し

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
13
頁
「
発
行
１
０
０
号

記
念
」
で
の
竹
下
氏
か
ら

の
寄
稿
文
中

【
誤
】
次
長
浅
野
覺
氏

【
正
】
次
長
浅
田
覺
氏

　

昨
年
12
月
の
議
会
で
は

議
員
提
出
議
案
７
件
の
意

見
書
を
国
に
提
出
し
、
そ

の
中
で
国
が
直
接
地
方
の

声
を
聞
く
仕
組
み
を
保
障

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。
新
政
権
で
も
地
方
主

権
の
確
立
を
課
題
と
し
て

い
ま
す
。

▼
地
方
議
会
が
市
民
に
身

近
な
政
治
で
あ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
は
国
と
も

対
等
に
地
方
の
声
を
あ
げ

て
い
く
よ
う
に
し
て
い
か

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
方
議
会

の
力
量
を
向
上
し
て
い
く

こ
と
は
大
切
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

 

（
山
根
兼
三
郎
）

　

議　

長　

福
原　

昭
平

　

委
員
長　

森
脇　

悦
朗

　

副
委
員
長　

山
根
兼
三
郎

　

委　

員　

島
田　

修
二

　

委　

員　

森
川　

佳
英

　

委　

員　

河
野　

正
行

　

委　

員　

藤
田　
　

厚

　

委　

員　

田
中　

直
文

　

委　

員　

土
井　

正
人

編

後

集

記

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・
情
報
公
開
対
策
特
別
委
員
会

お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

○
請
願
・
陳
情
の
受
付

に
つ
い
て

　私達市議会は議員の資質の向上を図るため勉強会を繰り返し、議会改革を目指して来ました。

今回は地球環境を考えるエネルギー問題を取り上げ、究極のエネルギーといわれる太陽のエネルギー

を地上に実現するための「プラズマ核融合」について議員研修を兼ねた講演会を開催いたしました。

講師に核融合科学研究所教授でフェロー（特別研究員）の世界的権威である　須藤　滋先生をお招き

しました。当日会場には、江津工業高等学校及び石見智翠館高等学校の生徒の皆さんを初め、総勢

200名近い市民の皆さんにお越しいただき盛会に開催でき、大変喜んでいます。

　さて、『核融合て何なのでしょう？』それは太陽のエネルギーそのものが核融合なのです。水素原

子同士が結びつき（融合し）、ヘリウム原子（ヘリウムは完全無害です）になる時出るエネルギー

で、水素１ｇで石油８トン分のエネルギーが出せます。その水素（重水素）は海水の中に無尽蔵にあ

ります。現在、全世界での石油埋蔵量は富士山の体積の７分の１しか残ってなく、後40年くらいしか

持ちません。次世代のエネルギー開発が急がれます。

　海のある江津で、この様な開発がなされたら人類が救えるかもしれません。そんな思いで開いた講

演会でした。（土井正人）

＜核融合のイメージ図＞

～太陽のエネルギーを地上に実現しよう！～～太陽のエネルギーを地上に実現しよう！～～太陽のエネルギーを地上に実現しよう！～

『核融合開発講演会 ―江津市議会主催』
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